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子
語
類
論
文
篇
詳
注

㈲
興

膳

宏

木

津

藤

子

京
都

大
学

斎

藤

希

史

団文
畢
研究
資

料
館

39

東
城
作
詩
我

1
昏
閤
之
人
へ
有
句
云

｢煙
雨
塞
九
薮
｡
｣
黍
様

子
詩
｡
塔
｡

東
城
は
あ
る
ま
ぬ
け
な
人
を
噸
る
詩
を
作

っ
た
が
'
そ
の
中
に

｢煙
雨

九
豪
を
塞
ぐ
｣
と
い
う
句
が
あ
る
｡
｢賓
様
子
詩
｣
の
こ
と
.

藤
瑛
記
す
.

(校
勘
)

朝
鮮
古
幕
本

本
棟
を
映
-
0

(注
)

｢煙
雨
塞
九
薮
｣
は
'
｢弔
李
憂
卿
｣
詩

(中
華
書
局

『蘇
輯

詩
集
』
巻
二
1
)
の

｢梱
雨
露
七
寮
｣
を
指
す
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
し
'

噸
っ
た
の
は
蘇
株
で
な
-
'
周
囲
の
人
で
あ
る
｡
そ
の
序
に

｢李
童
卿
'

字
明
仲
'
座
州
人
｡
貌
随
甚
'
性
介
雫
'
而
博
学
強
記
'
竿
見
其
比
｡

好
左
氏
'
有
史
畢
考
正
同
異
'
多
所
僚
明
｡
知
天
文
律
暦
'
千
歳
之
日

可
坐
教
｡
拭
滴
居
着
州
へ
萎
卿
馬
麻
城
主
簿
'
始
識
之
｡
鉦
罷
居
於
鹿
'

而
曹
光
州
演
甫
以
善
報
其
亡
｡
董
卿
'
光
州
之
妻
某
也
｣
と
記
し
'
詩

に
は

｢我
初
未
識
君
､
人
以
君
為
笑
o
垂
頭
老
鶴
雀
'
姻
雨
森
七
豪
｡

倣
衣
来
過
我
'
危
坐
若
持
釣
.
楕
衷
半
面
新
､
顧
蔑

l
語
妙
｡
徐
徐
渉

其
潤
'
極
望
不
可
徴
｡
却
観
元
撫
娼
'
士
困
難
軽
料
｡
看
書
眼
如
月
､

鱒
隙
摩
不
照
｡
我
老
多
遺
志
､
得
君
如
再
少
｡
従
横
通
難
蛮
'
甚
博
且

知
要
｡
所
恨
言
無
文
へ
至
老
幽
不
濯
｡
其
生
世
莫
識
'
巳
死
誰
複
弔
｡

作
詩
遭
故
人
'
庶
解
俗
子
課
｣
と
う
た
う
｡

｢九
薮
｣
は
､
耳

･
目

･
口
･
鼻

･
尿
道

･
旺
門
の
九
つ
の
穴
｡

『周
整

天
官

･
疾
馨
に
.
r雨
之
以
九
寮
之
埜
｣
と
あ
り
'
郵
玄
は

l

｢陽
薮
七
へ
陰
薮
二
｣
と
注
す
る
｡
右
に
記
し
た
と
お
り
'
も
と
の
詩

S!

は
'
｢七
鍍
｣
で
あ
る
｡

一

｢費
桂
子
詩
｣
は
､
未
詳
｡
｢黍
腺
子
｣
と
表
記
す
れ
ば
レ
モ
ン
の

こ
と
だ
が
､
あ
る
い
は

｢李
桂
子
｣
と
か
け
た
も
の
か
O

40

斐
卿
間
山
谷
詩
､
日
'
｢精
絶
｡
知
他
是
用
多
少
工
夫
｡
今
人

卒
乍
如
何
及
得
｡
可
謂
巧
好
無
飴
､
日
成

一
家
臭
｡
但
只
是
古
詩
較

自
在
､
山
谷
則
刻
意
鵠
之
｡｣
又
日
'
｢山
谷
詩
式
好
了
｡｣
道
夫
o

蛮
卿
が
山
谷
の
詩
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
'

い
わ
れ
る
に
は
'
｢章

に
精
妙
だ
｡
い
っ
た
い
彼
は
ど
れ
ほ
ど
精
力
を
費
や
し
た
の
だ
ろ
う
｡



今
の
人
で
は
そ
う
簡
単
に
は
及
び
よ
う
が
な
い
さ
｡
文
句
な
い
巧
み

さ
で
､

1
家
を
成
す
と
い
っ
て
よ
い
｡
だ
が
古
詩
は
か
な
-
自
由
に

作
る
も
の
な
の
に
､
山
谷
は
苦
心
し
て
作

っ
て
い
る
｡
｣
ま
た
い
わ

れ
る
に
は
'
｢山
谷
の
詩
は
､
巧
す
ぎ
る
ね
｡｣
楊
道
夫
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

今
人
卒
乍
如
何
及
得
1
今
人
草
生
如
何
及
得

(注
)

｢知
-
-
多
少
-
-
｣
は
､
｢不
知
-
-
多
少
-
-
｣
と
し
て

も
同
意
で
'
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
-
-
か
､
と
い
う
こ
と
｡

｢卒
乍
｣
は
'
す
ぐ
さ
ま
'
簡
単
に
｡
｢戎
間
鬼
神
有
無
｡
日
'
｢此

山豆
卒
乍
可
説
｡｣｣
(｢鬼
神
｣
三

･
33
)

｢巧
好
無
鎗
｣
の

｢無
鎗
｣
は
､
強
意
｡

｢式
-
-
了
｣
は
'
｢太
…
-
了
｣
に
同
じ
｡

41

陳
後
山
初
見
東
吸
時
､
詩
不
甚
好
.
到
得
馬
正
字
時
､
筆
力
高

砂
｡
如
題
趨
大
年
所
董
高
軒
過
囲
云
'
｢晩
知
毒
害
異
有
益
'
却
悔

歳
月
来
無
多
｡｣
極
有
筆
力
｡
其
中
云

｢
八
二
｣
者
､
乃
大
年
行
次

也
｡
雑
｡

陳
後
山
が
東
城
に
合

っ
た
ば
か
-
の
こ
ろ
は
'
詩
は
あ
ま
-
う
ま

-
な
か

っ
た
｡
正
字
の
官
に
就
-
こ
ろ
に
は
､
筆
力
も
高
妙
に
な

っ

お
そ

た
｡
｢撞
大
年
の
葦
-
所
の
高
軒
過
園
に
題
す
｣
詩
の
､
｢晩
-
知
る

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
注

仙

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

董
書

異
に
益
有
る
を
､
却

っ
て
悔
ゆ

歳
月
の
来
た
る
こ
と
多
-

無
き
を
｡｣
と

い
う
句
な
ど
は
､
す
ぼ
ら
し
い
筆
力
だ
｡
そ
の
詩
に

｢
八
二
｣
と
あ
る
の
は
'
大
年
の
排
行
だ
｡
呉
薙
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

晩
知
董
書
異
有
益
1
晩
知
書
重
量
有
益

其

中
云
八
二
着
1
其
中
云
ロ
ロ

(室
格
)
者

及
大
平
行
次
也
1
及
大
平

決
也

(注
)

蘇
株
は
元
祐
二

(
一
〇
八
七
)
年
に
'
｢薦
布
衣
陳
師
道
状
｣

を
書
い
て
'
陳
師
道
を
徐
州
教
授
に
推
薦
し
て
い
る
｡

｢正
字
｣
は
､
秘
書
省
の
官
｡
従
八
品
｡
典
籍
の
校
訂
等
を
振
替
｡

陳
師
道
は
､
元
符
三

(
一
一
〇
〇
)
年
七
月
､
棟
州
教
授
に
除
せ
ら
れ
'

十

1
月
に
秘
書
省
正
字
に
召
さ
れ
た
が
､
翌
建
中
靖
囲
元
年

一
二
月
に

殺
し
た
｡

｢趨
大
年
｣
は
'
遭
士
陳
'
字
は
明
費
'
太
宗
五
世
孫
｡
書
を
米
帯

に
学
ぶ
｡
｢題
趨
大
年
所
董
高
軒
過
園
｣
は
'
｢題
明
蓉
高
軒
過
固
｣

(
『后
山
詩
註
』
巻

l
二
)｡
『詩
話
絶
亀
』
前
集
巻
十
九
紀
賓
門
引

『王
直
方
詩
話
』
は
'
こ
の
詩
に
つ
い
て
'
｢初
､
無
己
謂
除
目
'
｢近

宗
子
節
便
便
徐
作

1
詩
'
皆
掛
名
其
間
へ
得
百
千
以
馬
女
子
嫁
資
可

平
｡｣
除
目
'
｢詩
未
成
'
則
鑓
不
可
投
｡
詩
巳
成
'
則
鑓
不
可
来
｡｣

数
日
無
己
卒
'
士
棟
贈
以
十
嫌
｡｣
と
記
す
.
な
お
'
任
淵

『后
山
詩

註
』
目
録
該
詩
題
下
引

『王
立
之
詩
話
』
(
『王
直
方
詩
話
』
)
は

｢后

山
作
此
詩
'
敦
月
間
逐
卒
｡｣
と
い
い
､
『詩
話
線
亀
』
前
集
巻
三
四
詩

識
門
引

『王
直
方
詩
話
』
は
'
｢陳
無
己
賦
高
軒
過
詩
云
'
｢晩
知
吾
妻

93
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寅
有
益
へ

却
怪
歳
月
来
無
多
｡｣
不
敏
月
逐
卒
｡｣
と
い
う
.

｢八
二
｣
は
､
｢題
明
蓉
高
軒
過
固
｣
詩
に

｢爾
来
八
二
復
秀
出
'

寓
里
河
山
才
柊
尺
o｣
と
あ
る
の
を
指
す
｡
任
淵
は

｢八
二
首
是
明
尊

行
第
｣
と
注
す
る
｡

42

｢閉
門
寛
句
陳
無
己
'
封
客
揮
重
奏
少
瀞
｡
｣
無
己
平
時
出
行
'

覚
有
詩
思
'
便
急
蹄
'
擁
被
臥
而
思
之
'
岬
吟
如
病
者
'
戎
累
日
而

後
成
'
異
是

｢閉
門
寛
句
｣
｡
如
秦
少
瀞
詩
甚
巧
'
亦
謂
之

｢封
客

揮
毒
｣
者
へ
想
他
合
下
得
句
便
巧
｡
張
文
潜
詩
只

一
筆
寓
去
､
重
意

重
字
皆
不
問
'
然
好
庭
亦
是
絶
好
｡
淳
｡

も
と

ふ
で

｢門
を
閉
し
て
句
を
寛
む

陳
無
己
'
客
に
暫
し

竃

を

揮
う

秦

少
瀞
｡
｣
と
い
う
が
'
無
己
は
ふ
だ
ん
外
に
出
て
い
て
'
詩
想
が
浮

か
ぶ
と
'
と

っ
て
返
し
て
'
蒲
圏
を
か
ぶ
っ
て
考
え
こ
み
'
病
人
の

よ
う
に
叩
き
な
が
ら
､
時
に
は
何
日
も
か
か

っ
て
よ
う
や
-
詩
が
出

来
上
が
っ
た
｡
ま
さ
し
-

｢門
を
閉
じ
て
句
を
寛
む
｣
だ
｡
秦
少
瀞

･つ1よ

の
詩
は
た
い
へ
ん
巧
い
が
'
｢客
に
暫
し
毒
を
揮
う
｣
と
い
う
の
は
'

彼
は
さ
っ
と
巧
い
句
を
思
い
つ
-
の
だ
ろ
う
｡
張
文
潜
の
詩
は

一
息

に
書
き
上
げ
て
'
詩
意
や
語
句
の
重
複
な
ど
お
か
ま
い
な
し
だ
が
､

好

い
と
こ
ろ
と
な
る
と
絶
妙
だ
｡
陳
淳
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

平
時
出
行
1
平
時
行

亦
謂
之
-
張
文
潜
詩

1
鉄

淳

(記
録
著
名
)
1
義
剛
○
陳
淳
録
同

(注
)

｢閉
門
寛
句
陳
無
己
､
封
客
揮
重
奏
少
源
｡｣
は
'
責
庭
堅

｢病
起
刑
江
亭
即
事
十
首
｣
(
『隷
章
責
先
生
文
集
』
巻
七
)
の
第
八
､

｢閉
門
寛
句
陳
無
己
'
封
客
揮
重
奏
少
源
｡
正
字
不
知
温
飽
味
'
西
風

吹
涙
古
藤
川
｡｣

｢合
下
｣
は
'
こ
こ
で
は

｢た
だ
ち
に
｣
｢そ
の
場
で
｣
の
意
｡
｢韓

延
寿
侍
云
'
｢以
期
禽
馬
大
事
.｣
某
舌
頭
漢
書
､
合
下
便
喜
他
這

一

句
｡｣
(｢歴
代
二
｣

二
二
五
･
3229)

｢張
文
滞
｣
は
'
張
末

(
l
〇

五

四
-

一
一
山
四
)'
文
潜
は
字
｡

楚
州
准
陰
の
人
｡
蘇
門
四
学
士
の
一
｡
そ
の

｢賀
方
回
楽
府
序
｣
(
『張

右
史
文
集
山
雀
五
一
)
に

｢文
章
之
千
人
'
有
摘
心
而
尊
'
韓
口
而
成
､

不
待
思
慮
而
工
'
不
待
離
琢
而
麗
者
へ
皆
天
理
之
自
然
'
而
惰
性
之
道

也
｡｣
と
あ
る
ご
と
-
､
作
詩
は
平
易
自
然
を
旨
と
し
た
｡
『宋
史
』
巻

四
四
四
｡

- 94-
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陳
博
士
在
披
公
之
門
'
遠
不
及
諸
公
｡
未
説
如
秦
貴
之
流
'
只

如
劉
景
文
詩
云
'
｢
四
海
共
知
霜
満
肇
'
重
陽
曾
括
菊
花
無
｡｣

陳
詩

無
此
句
実
｡
其
雑
文
亦
自
不
及
備
論
｡
道
夫
｡

陳
博
士
は
披
公
の
門
下
で
は
､
諸
公
に
遠
-
お
よ
ば
な
い
｡
案

(観
)
･
黄

(庭
堅
)
な
ど
は
さ
て
お
き
'
例
え
ば
劉
景
文
の
詩
に



｢
四
海

共
に
知
る

霜

撃
に
満

つ
る
を
､
重
陽

曾
て
菊
花
を

いな

括
す
や
無
や
｣
と
い
う
が
'
陳
の
詩
に
こ
ん
な
句
は
な
い
｡
彼
の
各

種
の
散
文
も
詳
し
-
論
じ
る
ま
で
も
な
い
｡
楊
道
夫
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

陳
詩
無
此
句
臭
1
何
詩
無
此
句
臭

朝
鮮
古
活
字
本

陣
詩
無
此
句
臭
1
何
詩
無
此
句
臭

(注
)

｢陳
博
士
｣
は
'
陳
師
道
｡
｢披
公
｣
は
､
蘇
拭
｡

｢劉
景
文
｣
は
､
劉
季
孫
｡
景
文
は
字
｡
開
封
群
符
の
人
｡
劉
平
の

子
｡
蘇
韓
に
元
砿
五

(
1
〇
九
〇
)
年
付
の

｢乞
擢
用
劉
季
孫
状
｣

(中
華
書
局
本

『蘇
戟
文
集
』
巻
三
一
)
が
あ
-
､
｢年
巳
五
十
有
八
｣

と
い
う
｡
詩
は

｢寄
蘇
内
翰
｣'
『末
文
鑑
』
巻
二
五
'
｢倦
塵
驚
頭
請

在
符
'
笑
尋
穎
尾
篤
西
湖
｡
二
三
賢
守
去
非
違
､
六

1
清
風
今
不
孤
｡

四
海
共
知
霜
肇
満
'
重
陽
曾
括
菊
花
無
｡
衆
星
堂
上
誰
先
到
'
欲
傍
金

槍
倒
玉
壷
｣｡
な
お
'
蘇
拭
の

｢記
劉
景
文
詩
｣
(
『蘇
拭
文
集
』
巻
六

八
)
に

｢劉
季
孫
景
文
'
平
之
子
也
｡
憤
慨
奇
士
'
博
学
能
詩
｡
僕
薦

之
'
得
隣
州
以
毅
'
哀
哉
｡
嘗
有
詩
寄
僕
日
､
｢四
海
共
知
霜
賓
満
'

重
陽
能
括
菊
花
無
｡｣

死
之
日
'
家
無

一
銭
へ
但
有
書
三
高
軸
'
室
数

百
幅
耳
｡｣
と
い
う
｡

｢難
文
｣
は
､
公
式
の
場
で
用
い
る
文
章
｡
官
方
の
賓
用
文
｡

44

｢山
谷
集
中
贈
覚
範
詩
､
乃
覚
範
自
作
.
｣
又
日
'
｢山
谷
詩
､

乃
洪
駒
父
輩
刺
集
｡
｣
剛
｡

末
子
語
類
論
文
篇
讃
法

帖
(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

｢山
谷
の
集
に
覚
範
に
贈
る
詩
が
あ
る
が
'
あ
れ
は
覚
範
の
自
作

だ
な
｡
｣
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢山
谷
の
詩
は
'
洪
駒
父
た
ち
が
編

纂
し
た
も
の
だ
｡
｣
陳
剛
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

洪
駒
父
1
洪
毅

刑
集
1
刺
集
古
今
擬
騒
之

作
惟
魯
直
鵠
無
諸

剛

(記
録
著
名
)
1
道
夫

(注
)

｢覚
範
｣
は
､
得
意
洪

(
l
〇
七

1
I

l
一
二
八
)｡
覚
範
は

字
へ
俗
姓
は
彰
｡
著
に

『石
門
文
字
碍
』
『冷
密
夜
話
』
な
ど
｡

｢贈
覚
範
詩
｣
は
'
｢貯
恵
洪
｣
と
題
し
て
'
｢複
章
責
先
生
文
集
｣

巻
六
と
巻

一
一
に
そ
れ
ぞ
れ

一
首
ず
つ
見
え
る
が
'
貴
著

『山
谷
年

譜
』
崇
寧
三
年
の
候
に
雨
詩
を
挙
げ
､
巻
六
の
詩
に
つ
い
て
へ
｢此
篇

載
外
集
'
曾
端
伯
謂
非
先
生
所
作
｡
玉
父
亦
嘗
刑
去
｡
漫
附
於
此
｡｣

と
い
う

(黄
昔
は
黄
庭
堅
の
従
孫
で
あ
-
'
ま
た
朱
子
の
弟
子
で
も
あ

る
)｡
巻
六
の
詩
は

｢吾
年
六
十
子
方
牛
'
稿
項
頂
螺
忘
歳
年
｡
韻
勝

不
滅
秦
少
観
'
気
爽
絶
類
徐
師
川
｡
不
肯
低
頭
拾
卿
相
へ
又
能
落
筆
生

雲
煙
｡
脱
却
神
杉
著
蓑
笠
､
来
佐
治
翁
刺
釣
船
｣､
巻

1
1
は

｢敷
面

欣
羊
肝
'
論
詩
善
雄
膏
｡
眼
横
湘
水
暮
'
雲
厳
楚
天
高
｡
堕
我
玉
塵
尾
､

乞
君
宮
錦
袖
｡
月
清
放
舟
紡
､
蔦
里
秒
雲
漬
o｣

｢洪
駒
父
｣
は
'
洪
舞
､
駒
父
は
字
'
南
昌
の
人
｡
紹
聖
元

(
1
〇

九
四
)
年
の
進
士
｡
詩
名
高
-
'
兄
の
朋

･
炎
'
弟
の
羽
と
と
も
に
四

洪
と
稀
さ
れ
る
｡
母
は
黄
庭
堅
の
妹
｡
『預
章
黄
先
生
文
集
』
す
な
わ

ち

『山
谷
内
集
』
三
十
巻
は
洪
炎
の
編
｡
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45

覚
範
詩
如
何
及
得
参
参
｡

義
剛
｡

覚
範
の
詩
が
ど
う
し
て
参
参

の
詩
に
及
ぶ
も
の
か
ね
｡
責
義
剛
記

す
｡

(注
)

｢参
審
｣
は
､
樺
造
酒
､
参
馨
と
壊
す
｡
ま
た
字
を
参
参
と
す

と
も
｡
俗
姓
は
何
氏
､
於
潜
の
人
｡
文
章
を
善
-
し
､
こ
と
に
詩
に
巧

み
で
､
蘇
乾
や
案
観
と
交
わ
っ
た
｡
造
酒
の
名
は
も
と
曇
滑
で
あ
っ
た

も
の
を
蘇
拭
が
改
名
さ
せ
た
と
い
う
｡
『馨
参
子
集
』
十
二
巻
が
侍
わ

る
｡
恵
洪
と
巷
参
の
優
劣
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
､
例
え
ば
呉
可

『蔵
海
詩
話
』
に

｢子
蒼
1.Lr

若
看
参
審
詩
､
則
洪
詩
不
堪
看
也
｣
と

あ
る
｡
子
蒼
は
韓
駒
｡

46

張
文
潜
詩
有
好
底
多
､
但
頗
率
爾
'
多
重
用
字
｡
如
梁
甫
吟

1

篇
'
筆
力
極
健
｡
如
云

｢永
安
受
命
堪
垂
沸
'
手
撃
庸
兄
是
天
意
｣

等
虚
へ
説
得
好
､
但
結
末
差
弱
耳
｡
又
日
､
｢張
文
潜
大
詩
好
'
荏
徳
符

小
話
好
｡
｣
又
日
'
｢蘇
子
由
詩
有
数
篇
､
誤
収
在
文
潜
集
中
｡｣
雑
｡

｢張
文
潜
の
詩
に
は
う
ま

い
も
の
が
多

い
が
､
い
さ
さ
か
大
ま
か

で
'
文
字
が
よ
-
重
複
し
て
い
る
｡
｢梁
甫
吟
｣
の
詩
は
､
筆
力
が

と
て
も
し

っ
か
-
し
て
い
る
｡
｢永
安
に
命
を
受
-
る
は
沸
を
垂
る

I
-
･rT/

る
に
堪
え
'
手
に
庸
晃
を

撃

う

る
は
是
れ
天
意
な
-
｣
と

い
う
あ

た
り
は
､
う
ま

い
も
の
だ
が
'
結
び
が
ち
ょ
っ
と
弱
々
し
い
｡
｣
ま

た
い
わ
れ
る
に
は
､
｢張
文
潜
は
長
い
詩
が
よ
-
'
荏
徳
符
は
短
い
詩
が
よ

い
｡｣
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢蘇
子
由
の
詩
で
間
違
っ
て
文
滑
の
集
に
入
っ

て
い
る
も
の
が
教
篇
あ
る
｡｣

呉
雑
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

又
日
蘇
子
由
詩
有
数
篇
'
誤
収
在
文
潜
集
中
､

雑
1
雄
○
又
日
蘇
子
由
詩
有
数
篇
没
収
在

(細
字
讐
行
)

朝
鮮
古
活
字
本

又
日
蘇
子
由
詩
-
1
細
字
隻
行

(注
)

底
本
は

｢又
日
｣
以
下
を
本
文
と
し
て
扱
う
が
､
朝
鮮
古
窯

本

･
古
活
字
本
と
も
に
注
文
で
あ
る
の
に
従
い
底
本
を
改
め
た
｡

｢梁
甫
吟
｣
は
'
『張
右
史
文
集
』
巻
五
｡
た
だ
し

｢永
安
受
命
｣

を

｢永
安
受
詔
｣
に
作
る
｡
な
お
'
｢永
安
受
詔
｣
は
､
諸
葛
亮
が
永

安
に
て
病
床
に
あ
っ
た
劉
備
を
見
舞
っ
た
お
-
'
幼
子
と
後
事
を
託
さ

れ
た
故
事
を
い
う
｡
そ
の
結
び
は
'
｢-
-
梁
父
吟
'
悲
復
悲
｡
古
今

人
事
半
如
此
'
所
以
達
士
観
如
遺
｡
鹿
公
可
是
無
心
者
'
何
事
鹿
門
招

不
韓
｡｣

｢
荏

徳
符
｣
は
､
荏
鴎

(
一
〇
五
七
-

一
一
二
六
)､
徳
符
は
字
'

髄
は
婆
姿
､
薙
丘
の
人
｡
詩
文
に
長
ず
｡
元
符
年
間
の
末
'
司
馬
光
の

無
害
を
訴
え
'
察
京
を
批
判
し
た
こ
と
で
'
免
職
と
な
る
｡
の
ち
'
政

和
年
間
に
績
渓
牒
令
と
な
-
'
靖
康
の
初
め
に
は
右
正
言
と
な
っ
た
｡

著
に

『婆
裟
集
』
三
十
巻
｡
『宋
史
』
巻
三
五
六
｡

｢蘇
子
由
詩
有
数
篇
-
-
｣
は
'
い
ま
詳
ら
か
に
し
な
い
｡
た
だ
し
'

査
慣
行
は

『蘇
詩
補
注
』
巻
四
九
の

｢古
書
｣
｢再
過
油
上
二
首
｣
｢昭
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陵
六
馬
唐
文
皇
戟
馬
也
琢
石
象
之
立
昭
陵
前
客
有
持
此
石
本
示
疎
篤
賦

之
｣
の
注
に
お
い
て
'
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
張
末
の
集
に
見
え
る
こ
と

を
い
う
｡
ま
た
'
蘇
銭
は

｢答
張
文
潜
願
丞
書
｣
(『蘇
拭
文
集
』
巻
四

九
)
に
お
い
て

｢甚
臭
'
君
之
似
子
由
也
｣
と
い
う
｡

47

荏
徳
符
魚
詩
云
'
｢小
魚
喜
親
人
'
可
鈎
亦
可
虹
｡
大
魚
自
有

紳
'
出
没
不
可
量
｡｣
如
此
等
作
甚
好
'
文
鑑
上
却
不
収
｡
不
知
如

何
正
道
理
不
取
'
只
要
巧
｡

崖
徳
符
の

｢魚
詩
｣
に
､
｢小
魚
は
喜
ん
で
人
に
親
し
み
'
釣
る

■1肌

可
-
亦
た
柾

ぐ
可
し
｡
大
魚
は
自
づ
か
ら
所
有
-
'
出
没

量
る
可

か
ら
ず
｡｣

と
い
う
が
'
こ
ん
な
詩
は
た
い
へ
ん
う
ま
い
の
に
'
『文

鑑
』
は
収
め
て
い
な
い
｡
な
ぜ
道
理
を
正
す
詩
は
採
ら
ず
に
､
技
巧

ば
か
り
求
め
る
の
だ
ろ
う
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
賀
本

本
候
を
紋
-

朝
鮮
古
活
字
本

鈎
1
釣

(注
)

｢魚
詩
｣
は
､
ま
た

｢観
魚
｣
と
も
｡
劉
克
荘

『後
村
詩
話
』

に
'
｢荏
徳
符
詩
､
幽
麗
高
遠
'
了
不
踏
襲
'
蓋
用
功
最
深
者
｡
観
魚

云
'
｢小
魚
喜
親
人
'
可
鈎
亦
可
網
｡
大
魚
自
有
紳
'
隠
見
誰
能
量
｡

老
蹄
錐
無
心
へ
施
食
不
肯
嘗
｡
時
於
千
尋
底
､
零
見
如
龍
章
｡｣｣
と
見

え
る
｡

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

仙

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

｢文
鑑
｣
は
'
『末
文
鑑
』
｡

呂
租
謙
撰
｡

48

藩
鄭
老
有

一
詩
､

一
句
説

一
事
'
更
成
甚
詩
｡
必
大
｡

播
郁
老
の
詩
に
､

一
句
ご
と
に
ち
が
う
こ
と
が
ら
を
述
べ
た
も
の

が
あ
る
が
'
い
っ
た
い
あ
れ
が
詩
か
ね
｡
呉
必
大
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢播
郁
老
｣
は
'
播
大
臨
'
郁
老
は
字
｡
弟
の
大
観
と
と
も
に

詩
名
高
-
'
蘇
拭

･
黄
庭
堅
･
張
末
ら
と
交
わ
っ
た
｡

49

古
人
詩
中
有
句
'
今
人
詩
更
無
句
､
只
是

一
直
説
賂
去
｡
這
般

詩
t

l
日
作
百
首
也
得
｡
如
陳
簡
斎
詩
'
｢乱
雲
交
翠
壁
､
細
雨
浸

育

(松
)
〔林
〕
｣
'
｢暖
日
薫
楊
柳
'
濃
陰
醇
海
業
｣
'
他
是
什
塵
句

法
｡
雑
｡

古
人
の
詩
に
は
句
が
あ
る
が
'
今
の
人
の
詩
に
は
句
な
ん
か
な
-

て
､
た
だ
そ
の
ま
ま
述
べ
て
い
く
だ
け
だ
｡
こ
ん
な
詩
な
ら
'

一
日

に
百
首
だ

っ
そ

作

れ
る
｡
陳
簡
密
の
詩

に
'
｢乱
雲

翠
壁
に
交
わ

う
るも

-
'
細
雨

青
林

を

浸
す
｣
と
か

｢暖
日

楊
柳
薫
-
'
濃
陰

海
業
に
酔
う
｣
と
か
い
う
が
'
こ
-
や
い
っ
た
い
何
と
い
う
句
法
だ
｡
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一
伊

具
雑
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

巻

1
三
八
作
文

l
に
有
-

細
雨
浸
青
松
1

細
雨
演
青
林

朝
鮮
古
活
字
本

細
雨
浸
青
松
1
細
雨
浸
青
林

本
文
を
朝
鮮
古
第
本

･
古
字
本
に
よ
-
改
め
た
｡

(荏
)

｢陳
簡
斎
｣
は
､
陳
輿
義

(
一
〇
九
〇
-

二

三
八
)'
字
は

去
非
'
簡
蘭
は
競
｡
『宋
史
』
巻
四
四
五
｡

｢乱
雲
交
翠
壁
'
細
雨
瀬
音
林
｣
は
'
｢岸
憤
｣
詩

(
『槍
贋
集
注
簡

斎
詩
集
』
巻

一
八
)'
｢暖
日
薫
楊
柳
へ
濃
陰
醇
海
業
｣
は
'
｢放
傭
｣

詩

(
『噂
贋
毒
性
簡
斎
詩
集
』
巻

1
0
)
の
句
｡
た
だ
し

｢波
除
｣
は

｢濃
春
｣
に
作
る
｡

50

｢高
宗
最
愛
簡
斎

『客
子
光
陰
詩
巻
裏
'
香
花
消
息
雨
聾

中
｡』
｣
又
間
坐
間
云
､
｢簡
粛
墨
梅
詩
､
何
者
最
勝
｣
｡
或
以

｢皐
｣

字
韻

一
首
封
｡
先
生
日
'
｢不
如

｢相
逢
京
洛
揮
依
奮
う
惟
恨
緒
塵

染
素
衣
｣
｣
雑
｡

･つち

｢高
宗
は
簡
蘭
の

｢客
子
の
光
陰

詩
巻
の
裏
'
杏
花
の
消
息

雨
聾
の
中
｣
の
句
を
最
も
好
ま
れ
た
｣
｡
ま
た
参
曾
者

一
同
に
尋
ね

て
'
｢簡
密
の
墨
梅
詩
は
'
ど
れ
が
い
ち
ば
ん
よ
い
か
ね
｣
と
い
わ

れ
た
｡
あ
る
者
が

｢皐
｣
字
の
韻
の

1
首
を
挙
げ
て
答
え
た
｡
先
生

す

べ

が
い
わ
れ
る
に
は
'
｢相
逢
え
ば

京
洛

滞

て

膏
に
依
る
'
惟
だ

恨
む

緒
塵

素
衣
を
染
む
る
を
｣
に
は
及
ぼ
ん
よ
｡｣
呉
雑
記
す
｡

(桂
)

｢客
子
光
陰
詩
巻
裏
-
-
｣
は
､
｢懐
天
経
智
老
困
訪
之
｣
詩

(
『噂
贋
葺
注
簡
斎
詩
集
』
巻
三
〇
)
の
句
｡

｢坐
間
｣
は
'

一
座
の
者
｡
｢先
生
間
坐
間
学
者
云
'
｢｢吾
道

一
以

貫
之
｣､
如
何
是

｢曾
子
但
未
知
僅
之

l
庭
｡｣｣｣
｢論
語
九

里
仁
篇

下

子
日
参
乎
章
｣
(二
七

･
686)

｢墨
梅
詩
｣
は
'
｢和
張

規
臣
水墨
梅
五
経
｣
(
『噂
康
集
注
簡
斎
詩

集
』
巻
四
)｡
｢皐
｣
字
韻

一
首
は
'
其
四
で
'
｢含
章
箸
下
寿
風
面
'

造
化
功
成
秋
免
童
｡
意
足
不
求
顔
色
似
'
前
身
相
馬
九
万
皐
｣｡
｢相
通

京
洛
洋
依
蕃
-
-
･｣
は
'
其
三
｡

51

劉
叔
通
屡
拳
簡
斎

｢六
経
在
天
如
日
月
､
商
事
随
時
更
故
新
｡

江
南
丞
相
浮
雲
壊
､
洛
下
先
生
宰
木
春
｡｣
前
謂
刑
公
'
後
謂
伊
川
｡

先
生
目
､
｢此
詩
固
好
'
然
也
須
輿
他
分

一
箇
是
非
始
得
｡
天
下
之

理
'
那
有
両
箇
都
是
.
必
有

丁
箇
非
｡｣
雑
｡

劉
叔
通
は
し
ば
し
ば
簡
蘭
の

｢六
経

天
に
在
-
て
は
日
月
の
如

〈す

し
'
商
事

時
に
随
い
て
改
新
を
更
む
｡
江
南
の
丞
相

浮
雲
壊
れ
'

洛
下
の
先
生

宰
木

春
な
-
｣
を
挙
げ
た
｡
前
句
は
刑
公
を
指
し
'

後
句
は
伊
川
を
指
す
｡
先
生
が
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
こ
の
詩
は
も
ち
ろ
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ん
う
ま
い
が
'
そ
こ
か
ら

一
つ
の
是
非
を
は
っ
き
-
さ
せ
な
け
れ
ば

だ
め
だ
｡
天
下
の
理
に
'
ど
う
し
て
二
つ
と
も
正
し
い
こ
と
が
あ
ろ

う

｡

一
つ
は
か
な
ら
ず
非
だ
｡｣
呉
雑
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
候
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

宰
木
1
宰
本

(注
)

｢劉
叔
通
｣
は
'
劉
准
'
叔
通
は
字
｡
建
陽
の
人
｡
米
案
の
門

下
に
学
ん
だ
.
紹
配
州元

(
二

九
〇
)
年
の
進
士
.

｢六
経
在
天
如
日
月
･･･-
｣
は
'
｢無
題
｣
詩

(『噂
贋
等
注
簡
斎
詩

集
』
巻
1
七
)｡

52

有
人
過
昭
陵
題
絶
句
云
'
｢桑
麻
不
擾
歳
豊
登
'
遠
婿
無
功
吏

不
能
｡
四
十
二
年
那
忍
説
､
西
風
吹
涙
過
昭
陵
｡｣

後
来
人
説
是
劉

信
叔
詩
也
｡
贋
｡

あ
る
人
が
昭
陵
を
通
-
か
か
っ
た
と
き
の
絶
句
に

｢桑
麻
擾
れ
ず

み
の

歳
は
豊
か
に

登

-

'
遠
婿
功
無
-

吏
は
能
な
ら
ず
｡
四
十
二
年

那
ぞ
説
-
に
忍
び
ん
'
西
風

涙
を
吹
き
て
昭
陵
を
過
ぐ
｣
と
あ
る
｡

後
の
人
は
劉
信
叔
の
詩
だ
と
い
う
｡
輔
贋
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
候
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

桑
麻
不
擾
1
鉄

末
尾
の

｢也
｣
を
映
-

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
法

肘

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

(注
)

｢昭
陵
｣
は
仁
宗
の
陵
｡
永
昭
陵
｡

｢劉
信
叔
｣
は
'
劉
鈴

(
1
〇
七
八
-

二

六
二
)､
信
叔
は
字
'

徳
順
の
人
｡
武
将
｡
紹
興
中
'
金
軍
を
破
っ
て
功
績
を
奉
げ
た
｡
『宋

史
』
巻
三
六
六
｡

53

｢政
爾
雪
峰
千
百
衆
'
源
然
雲
水

一
孤
倍
｡｣
曾
文
清
詩
｡
塔
｡

ま
さ

｢政
爾
し
-
雪
峰

千
百
衆
'
源
然
た
る
雲
水

一
孤
倍
｡｣
こ

れ
は
曾
文
清
の
詩
だ
｡
勝
壌
記
す
｡

(注
)

｢曾
文
清
｣
は
､
曾
幾

(
l
〇
八
四
-

二

六
六
)'
字
は
吉

甫
'
河
南
の
人
'
文
清
は
謡
｡
茶
山
居
士
と
壊

す
｡
『宋
元
草
案
』
巻

三
四
､
『宋
史
』
巻
三
八
二
｡

｢政
爾
雪
峰
千
百
衆
｣
は
'
｢室
公
長
老

一
出
即
住
雪
峰
へ
書
来
以

建
若
鶏
寄
'
長
句
奉
呈
室
公
､
時
以
筆
硯
作
悌
事
也
｣
(
『茶
山
集
』
巻

五
)
の
句
｡

｢政
爾
｣
は
'
ま
さ
し
-
｡
｢正
爾
｣
に
同
じ
｡

54

琴
南
軒
詩
云
'
｢臥
聴
急
雨
打
芭
蕉
｡｣
先
生
日
'
｢此
句
不

響
｡
｣
日
'
｢不
若
作

｢臥
聞
急
雨
到
芭
蕉
｣

｡｣

又
言
'
｢南
軒
文
字

極
易
成
｡
嘗
見
其
就
腿
上
起
草
'
頃
刻
便
就
｡｣
至
｡

南
軒
の
詩
に

｢臥
し
て
聴
-

急
雨

芭
蕉
を
打
つ
を
｣
と
い
う
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の
を
奉
げ
る
と
'

先
生
が
い
わ
れ
る
に
は
､
｢
こ
の
句
に
は
め
り
は

-
が
な
い
｣
｡
｢
｢臥
し
て
聞
こ
ゆ

急
雨

芭
蕉
に
到
る
を
｣
と
し

た
方
が
よ
い
｣
と

い
わ
れ
た
｡
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢南
軒
は
詩

を
い
と
も
安
易
に
作

っ
て
し
ま
う
｡
膝
の
上
で
書
き
始
め
る
や
'
た

ち
ま
ち
で
き
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
｡｣

楊
至
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

腿
1
髄

又
言
-
就
1
細
字
隻
行

(注
)

｢南
軒
｣
は
'
張
拭

(
l
l
t二
三
-

二

八
〇
)'
字
は
敬
夫
'

南
軒
は
髄
｡
F宋
元
撃
案
｣
巻
五
〇
㌧
『宋
史
』
巻
四
二
九
｡

｢臥
聴
急
雨
打
芭
蕉
｣
は
'
｢偶
作
｣
詩

(
『南
軒
集
』
巻
七
)｡
｢世

情
易
賛
如
雲
葉
'
官
事
無
窮
類
海
潮
｡
過
食
北
窓
涼
意
満
'
臥
聴
急
雨

打
芭
蕉
｡｣

｢響
｣
は
'
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
｡
七
言
詩
で
は
第
五

字
の
'
五
言
詩
で
は
第
三
字
の
措
字
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
｡

『詩
人
王
府
』
巻
六

｢下
字
｣
に
､
｢響
字
｣
の
項
が
あ
っ
て
､
『呂
氏

童
家
訓
』
を
引
-
｡
｢播
郡
老
云
'
七
言
詩
第
五
字
要
響
｡
如

『返
照

入
江
翻
石
壁
'
蹄
雲
擁
樹
失
山
村
』
､
翻
字
失
字
､
是
響
字
也
｡
五
言

詩
第
三
字
要
響
｡
如

『固
荷
浮
小
葉
'
細
賓
落
軽
花
｣
'
浮
字
落
字
'

是
響
字
也
｡
所
謂
響
者
､
致
力
鹿
也
｡
予
窺
以
馬
字
字
普
活
'
活
則
字

宇
目
響
｡｣

55

劉
叔
通
江
文
卿
二
人
皆
能
詩
｡
叔
通
放
膿
不
拘
束
底
詩
好
'
文

卿
有
格
律
入
規
矩
底
詩
好
｡
藩
閥
子
蒙
嘗
和
劉
叔
通
詩
'
｢昨
夜
劉

郎
叩
角
歌
'
朔
雲
寒
雪
満
山
阿
｡
文
章
無
用
乃
如
此
､
富
貴
不
束
争

奈
何
｡
雑
録
又
四
句
云
'
｢郁
鄭
郷
嘗
依
北
海
'
見
張
今
復
事
東
城
｡
吹
嘘

合
有
飛
騰
便
'
未
用
渓
流
買
釣
箕
｡｣
此
詩
若
遇
蘇
黄
'
須
提
綴
他
.
文

蔚
｡
雑
録
云
'
｢先
生
屡
桶
之
日
､
｢詩
須
不
費
力
方
好
｡
此
等
使
蘇
貴
兄
之
'

首
貴
書
｡
人
固
有
遇
耳
｡｣｣

劉
叔
通
と
江
文
卿
の
二
人
は
ど
ち
ら
も
詩
が
う
ま
い
｡
叔
通
は
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
詩
が
よ
-
'
文
卿
は
き

っ
ち
り
と
格
律
の
あ
る
詩

が
よ

い
｡
源
開
子
豪
が
か

つ
て
劉
叔
通
に
唱
和
し
た
詩
に

｢昨
夜

劉
郎

角
を
叩

い
て
歌

い
'
朔
雲

寒
雪

山
阿
に
満

つ
｡
文
章

い
か
ん

の
無
用
な
る
こ
と
乃
ち
此
-
の
如
-
'
富
貴
来
た
ら
ざ
る
を
争

奈

何

きき

せ
ん
｡
英
雄
の
記
録
に
は
さ
ら
に

｢郁

･
鄭

郷
に
嘗
て
北
海
に
依
り
'

つか

ま

さ

晃

･
張

今
復
た
東
城
に

事

う

｡
吹
嘘
す
れ
ば

合

に

飛
騰
の
便
あ
る
べ
L
t

未
だ
用
い
ず

漢
頭
に
釣
箕
を
買
う
を
｣
の
四
句
が
あ
る
｡
こ
の
詩
は
も

し
蘇

(戟
)
や
黄

(庭
堅
)
の
日
に
解
れ
た
ら
'
き

っ
と
彼
を
引
き

立
て
た
だ
ろ
う
｡
陳
文
蔚
記
す
｡
呉
雑
の
記
録
に
は

｢先
生
は
し
ば
し
ば

こ
の
詩
を
は
め
て
い
わ
れ
る
に
は
'
｢詩
は
力
が
抜
け
て
い
る
の
が
よ
い
｡
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こ
れ
な
ど
は
蘇

(戟
)
や
責

(庭
堅
)
が
目
に
し
た
ら
､
き
っ
と
は
め
た
だ

ろ
う
｡
人
に
は
め
ぐ
り
あ
わ
せ
と
い
う
の
が
あ
る
も
の
だ
な
｡
｣

と
い
う
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

劉
叔
通
江
文
卿
-
和
劉
叔
通
詩
1
放

朔
雲

寒
雲
満
山
阿
1
朔
風
思
□

(杢
格
)
動
山
河

争
奈
何
1
昔
奈
何

此

詩
若
遇
-
雑
録
云
1
此
源
開
子
蒙
詩

(末
尾
)
1
薙

(記
録
著
名
)

朝
鮮
古
活
字
本

不
費
人
1
不
買
人

(注
)

｢江
文
卿
｣
は
'
建
陽
の
人
'
李
従
磯
の
女
婿
｡
来
賓
と
交
遊

が
あ
っ
た
｡
『宋
元
撃
案
補
遺
』
巻
六
九
｡

｢源
開
｣
は
'
字
は
子
蒙
'
建
安
の
人
､
朱
書
門
下
｡
『宋
元
草
案

補
遺
』
巻
六
九
｡

｢提
綴
｣
は
､
人
を
引
き
立
て
る
｡
『語
類
』
で
は
'
心
を
し
ゃ
き

っ
と
さ
せ
る
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
｡
｢平
日
須
提
綴
精
神
へ

莫
令
類
場
放
倒
､
方
可
看
得
義
理
分
明
｡｣
(｢論
語
二
六

憲
間
篤

子
路
間
君
子
章
｣
四
四

･
)147
)

｢詩
須
不
費
力
方
好
｣
に
つ
い
て
は
'
31
候
を
参
照
｡

56

万
伯
諌
詩
不
及
其
父
鑓
監
公
豪
壮
｡
貴
子
厚
詩
却
老
硬
'
只
是

太
枯
淡
｡
徐
思
遠
玉
山
人
｡
輿
汝
談
'
比
諸
人
較
好
｡
思
速
乃
程
克

俊
之
甥
､
亦
是
有
源
流
｡
雑
｡

方
伯
譲
の
詩
は
､
父
の
鑓
監
公
の
豪
壮
な
の
に
は
及
ば
な
い
｡
貴

子
厚
の
詩
は
歯
ご
た
え
は
あ
る
が
t
と
に
か
-
枯
淡
に
過
ぎ
る
｡
徐

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
法

肘

(輿
膳
･
木
津
･斎
藤
)

思
遠
玉
山
人
と
汝
談
は
'
ほ
か
の
人
た
ち
よ
り
は
'
う
ま

い
｡
思
遠

は
程
克
俊
の
甥
な
の
だ
が
､
や
は
-
源
流
が
あ
る
ん
だ
な
あ
｡
呉
雑

記

す

｡(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

汝
談
1
汝
談
話
宋
子

朝
鮮
古
活
字
本

責
子
厚
1
責
子
垢

雑
1
鉄

(注
)

｢方
伯
譲
｣
は
'
方
士
蘇

(
一
一
四
八
-

一
一
九
九
)'
伯
譲

は
字
'
ま
た
字
を
伯
休
と
も
｡
青
田
の
人
｡
栄
養
に

｢祭
方
伯
漢
文
｣

(
『文
集
』
巻
八
七
)
が
あ
る
｡
『宋
元
草
案
』
巻
六
九
｡

｢鑓
監
公
｣
は
'
方
豊
之
､
字
は
徳
亨
｡
方
士
解
の
父
｡
『宋
元
草

案
』
巻
三
六
｡

｢貴
子
厚
｣
は
'
責
錬

(
二

三

一
I

l
一
九
九
)'
子
厚
は
字
'

崇
安
の
人
｡
朱
薫
に

｢貴
子
厚
詩
序
｣
(
『文
集
』
巻
七
六
)､
｢祭
貴
子

厚
文
｣
(
『文
集
』
巻
八
七
)
が
あ
る
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
四
三
｡

｢老
硬
｣
と

｢枯
淡
｣
に
つ
い
て
は
'
『詩
話
線
亀
』
巻
九
評
論
門

ヽ
ヽ

引

『王
直
方
詩
話
』
に

｢余
以
謂
園
熟
多
夫
之
平
易
'
老
硬
多
夫
之
乾

枯
｣
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
ろ
う
｡

｢徐
思
遠
｣
は
'
徐
文
卿
'
字
は
斯
遠
'
髄
は
玉
山
人
'
末
葉
門
下
｡

父
は
徐
人
傑
｡
『宋
元
草
案
補
遺
』
巻
六
九
｡

｢汝
談
｣
は
'
趨
汝
談
､
字
は
履
常
'
太
宗
人
世
孫
､
薄
紫

二

(
二

八
四
)
年
の
進
士
｡
嘉
配
州元

(
l
二
三
七
)
年
卒
.
『宋
元
撃

案
』
巻
六
九
㌧
『宋
史
』
巻
四
1
三
｡

｢程
克
俊
｣
は
､
字
は
元
蘇
'
洋
楽
の
人
'

1〇
八
九
-

1

1
五
七
｡
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官
は
参
知
政
事
に
至
る
｡
『宋
元
草
案
補
遺
』
巻
四
五
｡

57

戎
間
趨
昌
父
徐
斯
遠
韓
仲
止
｡
日
'
｢昌
父
較
懇
側
｡｣
又
間
三

見
詩
文
｡
日
'
｢斯
連
詩
文
雄
小
'
畢
寛
清
｡｣
文
蔚
｡

あ
る
人
が
趨
昌
父

･
徐
斯
遠

･
韓
仲
止
に
つ
い
て
尋
ね
た
｡
い
わ

れ
る
に
は
､
｢昌
父
が
や
や
き
ま
じ
め
だ
｡｣
ま
た
こ
の
三
人
の
詩
文

に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
'
い
わ
れ
る
に
は
'
｢斯
速
の
詩
文
は
､
小

つ
ぶ
だ
が
'
さ
す
が
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
｡｣

陳
文
蔚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
紋
-

(注
)

｢趨
昌
父
｣
は
'
趨
蕃

(
二

四
三
-

一
二
二
九
)､
昌
父
は

字
'
鋸
は
章
泉
｡
五
十
歳
に
し
て
朱
子
に
学
ぶ
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
五

九
'
『宋
史
』
巻
四
四
五
｡

｢韓
仲
止
｣
は
'
韓
涜

(
二

五
九
-

1
二
二
四
)､
仲
止
は
字
'

髄
は
洞
泉
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
五
九
｡

｢懇
側
｣
は
'
て
い
ね
い
な
こ
と
｡
｢篤
学
須
是
痛
切
懇
側
倣
工
夫
'

便
飢
忘
食
'
渇
忘
飲
'
始
得
｡｣
(｢孝
二

緒
論
馬
撃
之
方
｣
八
･

][311J

58

｢力
推
猪
龍
借
水
飲
'
手
却
猛
虎
奪
石
坐
｡
｣

劉
淳
里
詩
｡
雲

谷
有
虎
挨
石
､
淳
翌
作
此
､
自
以
馬
好
'
不
可
暁
.
坊
.

し
り
ぞ

｢力
も
て
棒
龍
を
推
し
水
を
借
-
て
飲
む
､
手
も
て
猛
虎
を

却

け
石
を
奪
い
て
坐
る
｡｣
こ
れ
は
劉
淳
里
の
詩
だ
｡
雲
谷
に
虎
挨
石

が
あ

っ
て
'
淳
里
は
こ
の
詩
を
作
-
'
自
分
で
は
う
ま
い
つ
も
り
だ

が
'
理
解
で
き
ん
ね
｡
膝
墳
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢劉
淳
里
｣
は
'
劉
尭
夫
､
淳
里
は
字
'
金
漢
の
人
｡
淳
配
≡

(
二

七
五
)
年
の
進
士
｡
陸
九
淵
に
師
事
し
た
が
t
の
ち
に
背
き
'

輝
を
学
ん
で
遂
に
恰
と
な
っ
た
｡
『宋
元
草
案
』
巻
七
七
｡

｢雲
谷
｣
は
'
建
陽
の
産
峰
に
あ
る
谷
｡
末
葉
が
か
つ
て
草
堂
を
結

ん
だ
｡
『宋
詩
紀
事
』
巻
四
八
｡
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59

谷
簾
水
所
以
好
虞
'
某
向
欲
作

1
首
形
容
之
'
然
極
難
言
｡
大

概
到
口
便
室
又
滑
､
然
此
南
字
亦
説
未
出
｡
必
大
｡

谷
簾
水
が
よ
い
わ
け
を
'
私
は
以
前

一
首
作

っ
て
表
現
し
よ
う
と

し
た
の
だ
が
'
こ
と
ば
に
す
る
の
ほ
じ
つ
に
難
し
い
｡
た
い
て
い
口

に
す
る
と

｢杢
｣
ろ
で
上

｢滑
｣
り
し
て
し
ま
う
も
の
だ
が
､
こ
の

｢室
｣
｢滑
｣
な
こ
と
ば
す
ら
出
て
こ
な
い
｡
呉
必
大
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

朝
鮮
古
活
字
本

1
首
1
山
詩



(注
)

｢谷
廉
水
｣
は
'
塩
山
の
康
王
谷
の
瀧
｡
そ
の
水
は
茶
を
掩
れ

る
の
に
最
も
よ
い
と
い
わ
れ
る
｡

60

｢龍
褒
新
天
子
､
羊
裳
老
故
人
｡｣
意
味
｡
道
夫
｡

｢龍
蓑
の
新
天
子
､
羊
袋
の
老
故
人
｣
｡
あ
じ
わ
い
が
あ
る
｡
楊
道

夫
記
す
D

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

意
味
1
映

(注
)

｢龍
哀
新
天
子
-
-
｣
は
'
呉
杭
の

｢巌
陵
懐
古
｣
の
句
｡ヽ

『宋
史
紀
事
』
巻
二
六
引

『釣
董
集
』
に
'
｢龍
衰
新
天
子
'
羊
裳
古

ヽ
ヽ

野
人
｡
清
名
在
林
薮
'
高
行
動
星
辰
｡
風
月
室
斉
地
､
個
霞
自
富
春
｡

鎗
浪
秋
更
碧
'
不
敢
濯
塵
樺
｡｣
と
あ
る
｡
な
お
､
楊
慣

『升
庵
詩
話
』

巻
一
二
に
は
'
｢宋
人
題
釣
童
話
目
'
｢龍
衰
新
天
子
'
羊
裳
老
故
人
｡｣

と
引
-
｡

61

｢葦
趨
浴
滑
水
'
造
集
舞
等
風
｡｣
岡
安

(日
)
〔簾
〕
試
風
乎
舞

等
詩
｡｢掌

れ
趨
り
て
折
水
に
浴
し
'
造
か
に
集
う

舞
等
の
風
｡｣
同

安
の
簾
試
で
'
｢舞
零
に
風
す
｣
と
い
う
出
題
に
磨
じ
た
作
だ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

日
1
簾

同
安
-
詩
1
細
字
隻
行

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
法

仙

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

朝
鮮
古
活
字
本

日
1
簾

舞
等
詩
1
舞
雲
詩

(注
)

本
文
は
朝
鮮
古
窯
本
に
従
い
請
出
し
た
｡

｢浴
折
水
｣
｢舞
書
風
｣
は

『論
語
』
先
進
篇
の

｢美
春
者
'
春
服

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

鑑
成
'
冠
者
五
六
人
'
童
子
六
七
人
'
浴
乎
折
'
風
乎
舞
等
'
詠
而

蹄
｣
に
も
と
づ
-
0

｢同
安
｣
は
'
福
建
省
泉
州
の
願
｡
朱
子
の
最
初
の
仕
官
が
同
安
願

主
簿
で
あ
っ
た
｡
｢簾
試
｣
は
､
任
官
鎗
衡
に
際
し
て
'
吏
部
の
長
官

及
び
副
長
官
の
廉
合
で
行
な
わ
れ
る
試
験
｡

62

察
京
父
子
在
京
城
之
西
南
坊
封
賜
甲
第
四
直
'
極
天
下
土
木
之

工
｡

1
日
大
師
第
'
乃
京
之
自
店
也
｡
二
日
枢
密
第
㌧
乃
牧
之
居
也
.

三
日
鮒
馬
第
､
乃
偉
之
居
也
｡
四
日
殿
監
第
'
乃
牧
子
之
居
也
｡
枚

妻
劉
'
乃
明
達
明
節
之
族
'
有
寵
'
而
二
劉
不
能
容
'
乃
出
嫁
倣
う

種
寵
之
盛
亜
之
｡
東
低
四
第
封
開
､
金
碧
相
照
｡
嘗
見
上
官
仲
恭
詩

l
篇
'
其
間
有
城
西
曲
'
言
察
氏
奮
修
敗
亡
之
事
'
最
為
豪
健
｡
末

云
､
｢君
不
見
'
喬
木
参
天
濁
楽
園
'
至
今
猶
是
温
公
宅
｡｣
仲
恭
乃

上
官
彦
衡
之
子
也
'
惜
乎
其
詩
不
行
於
世
｡
経
｡

察
京
父
子
は
京
城
の
西
の
二
つ
の
坊
に
向
か
い
合
わ
せ
に
四
直
量

の
最
高
地
を
賜
-
'
天
下
の
土
木
の
粋
を
き
わ
め
て
造
営
し
た
｡
そ

の

1
を
大
師
第
と
い
い
'
京
の
住
居
で
あ
る
｡
そ
の
二
を
枢
密
第
と
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い
い
'
枚
の
住
居
で
あ
る
｡
そ
の
三
を
附
馬
第
と
い
い
､
健
の
住
居

で
あ
る
｡
そ
の
四
を
殿
監
第
と
い
い
'
枚
の
子
の
住
居
で
あ
る
｡
枚

の
妻
の
劉
氏
は
'
明
達

･
明
節
の

1
族
で
'
皇
帝
の
ご
寵
愛
を
蒙

っ

た
が
､
〔
明
達

･
明
節
の
〕
二
人
の
劉
氏
が
容
認
せ
ぬ
た
め
､
牧
に

降
嫁
さ
せ
た
の
だ
が
､
そ
の
権
勢
は
明
達

･
明
節
に
次
ぐ
も
の
だ

っ

た
｡
京
と
牧
の
四
つ
の
屋
敷
は
門
が
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
て
'

黄
金
碧
玉
相
映
え
る
あ
-
さ
ま
だ

っ
た
｡
以
前
'
上
官
仲
恭
の
詩

一

篇
を
見
た
と
き
'
そ
の
中
に

｢城
西
曲
｣
が
あ

っ
て
､
察
氏
の
奪
修

と
衰
亡
の
あ
-
さ
ま
を
述
べ
て
い
た
が
'
と
て
も
力
強
い
｡
そ
の
終

り
に
'
｢君
見
ず
や
､
喬
木

天
に
参
わ
る

濁
楽
園
'
今
に
至
る

も
猶
お
是
れ
温
公
の
宅
｣
と
あ
る
｡
仲
恭
は
上
官
彦
衝
の
子
だ
が
､

残
念
な
こ
と
に
そ
の
詩
は
世
に
博
え
ら
れ
て
い
な
い
｡
呉
雄
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

牧
妻
1
妻

嫁
牧
1
嫁

(注
)

｢察
京
｣
は
､
字
は
元
長
､
興
化
仙
源
の
人
｡
1
〇
四
七
-

l

一
二
六
｡
北
末
の
徽
宗
の
下
で
権
勢
を
振
る
っ
た
｡
金
と
結
ん
で
遼
を

滅
ぼ
し
た
が
'
か
え
っ
て
金
の
侵
攻
を
招
き
､
北
宋
滅
亡
の
姦
臣
と
さ

れ
る
｡
『宋
史
』
巻
四
七
二
｡

｢倣
｣
は
'
字
は
居
安
'
察
京
の
長
子
｡
l
〇
七
七
-
二

二
六
｡

『宋
史
』
巻
四
七
二
｡

｢偉
｣
は
､
察
京
の
子
｡
『宋
史
』
巻
四
七
二
｡

｢牧
子
｣
は
'
察
行
の
こ
と
｡
牧
の
博
に
'
｢子
行
領
殿
中
監
'
硯

執
政
'
寵
信
傾
其
父
｣
と
い
う
｡
『宋
史
｣
巻
四
七
二
｡

｢牧
妻
劉
｣
は
'
牧
の
侍
で
は
'
｢妻
宋
氏
出
入
禁
扱
｣
と
い
う
｡

或
い
は
宋
氏
の
誤
-
か
｡

｢明
達
明
節
｣
は
､
徽
宗
の
愛
妃
'
劉
貴
妃
と
劉
安
妃
｡
｢宋
史
』

巻
二
四
三
｡

｢上
官
仲
恭
｣
は
'
上
官
悟
､
父
は
均
､
字
は
仲
連
の
こ
と
か
｡
周

輝

『浦
波
別
志
』
に

｢察
京
賜
第
在
都
城
之
東
､
周
囲
数
十
里
｡
籍
没

後
'
賜
秤
師
中
､
未
及
達
人
'
一
夕
煩
煙
無
遺
｡
時
有
上
官
悟
作
城
東

甲
第
曲
'
末
四
句
云
､
皇
天
去
人
不
盈
尺
へ
情
勢
庸
淫
紳
所
厄
｡
君
不

ヽ
ヽ

見
､
喬
木
巷
天
端
楽
園
'
至
今
人
道
温
公
宅
｡｣
と
あ
る
｡
ま
た
'
洪

遇

『容
斎
三
筆
』
巻

一
五

｢題
先
聖
廟
詩
｣
候
に

｢線
頃
在
福
川
於
呂

虚
己
虞
'
見
郡
武
上
官
校
音
詩

1
冊
'
内
一
篇
'
題
満
州
西
行
｡
川
西

者
察
京
所
居
虞
也
｡
注
云
'
靖
康
元
年
作
｡
時
京
諭
湖
湘
'
子
孫
分
窺

外
郡
'
折
居
第
推
穀
'
索
莫
殆
無
人
跡
'
放
鳥
古
調
以
傷
之
.
凡
三
十

除
韻
'
今
但
記
其
末
聯
云
､
君
不
見
'
喬
木
参
天
猫
繋
園
'
至
今
仇
是

温
公
宅
｡｣
と
あ
る
｡

｢上
官
彦
衡
｣
は
'
上
官
均
'
彦
衛
は
字
｡
興
寧
三

(
一
〇
七
〇
)

年
の
進
士
｡

｢温
公
｣
は
'
司
馬
光
｡
l
〇
一
九
-
1
〇
八
六
｡
｢猫
楽
園
｣
は
'

洛
陽
に
あ
っ
た
司
馬
光
の
邸
宅
｡
『司
馬
温
公
文
集
』
巻
六
六
に

｢猫

楽
園
記
｣
が
あ
る
｡
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63

本
朝
婦
人
能
文
'
只
有
季
易
安
輿
貌
夫
人
｡
李
有
詩
､
大
略
云

｢南
漠
本
楯
招
､
新
室
如
賓
症
｣
云
云
'
｢所
以
街
中
散
'
至
死
薄

股
周
｡｣
中
散
非
湯
武
得
囲
'
引
之
以
比
王
芥
｡
如
此
等
語
'
豊
女

子
所
能
｡

本
朝
の
婦
人
で
詩
文
に
堪
能
な
の
は
､
李
易
安
と
魂
夫
人
だ
け
だ
｡

もと

李
に
は
'
あ
ら
ま
し

｢両
漠
は
本
楯
紹
'
新
室
は
賛
症
の
如
し
､

ゆ
え

云
々
｣
と
い
っ
た
詩
が
あ
る
｡
｢
所

以

に
市
中
散
は
'
死
に
至
る
も

I(ノと

股
周
を
薄
ん
ず
｣
と
あ
る
が
､
中
散
は
湯
王
や
武
王
の
天
下
取
得
を

非
と
し
た
の
を
引
い
て
'
王
葬
に
な
ぞ
ら
え
た
の
だ
｡
こ
ん
な
こ
と

ば
は
'
違
み
の
女
子
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

文
只
1
細
字
隻
行

朝
鮮
古
活
字
本

云
云
1
細
字
讐
行

(注
)

｢李
易
安
｣
は
'
李
清
照
'
易
安
居
士
と
渡
す
.
1
〇
八
四

-
?
｡
済
南
の
人
'
李
格
非
の
女
､
超
明
誠
の
妻
｡
『宋
史
』
巻
四
四

四
｡｢貌

夫
人
｣
は
'
貌
泰
の
姉
､
曾
布
の
妻
'
嚢
陽
の
人
｡
魯
囲
夫
人

に
封
ぜ
ら
る
｡
『宋
史
』
巻
四
七
一
｡

｢両
漠
本
継
紹
-
-
｣
は
'
侠
詩
｡
『語
類
』
等
に
引
か
れ
て
'
こ

の
四
句
の
み
が
備
わ
る
｡

｢街
中
散
｣
は
､
岱
康
｡
｢輿
山
巨
源
絶
交
書
｣
(
『文
選
』
巻
四
三
)

朱
子
語
類
論
文
篇
語
注

他

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

に

｢又
毎
非
湯
武
而
薄
周
孔
｣
の
句
が
あ
る
｡

64

有
鬼
詩
云
'
｢鷺
聾
不
逐
春
光
老
'
花
影
長
随
日
脚
流
｡｣
庚
｡

亡
霊
の
詩
に
'
｢鷺
聾

春
光
を
逐
わ
ず
し
て
老
い
'
花
影

長

く
日
脚
に
随
い
て
流
る
｡｣
と
あ
る
｡
林
庚
記
す

(荏
)

｢鬼
詩
｣
に
つ
い
て
は
'
『六
1
詩
話
』
に
'
｢星
卿
卒
後
'
其

故
人
有
見
之
者
'
云
侠
惚
如
夢
中
､
言
我
今
烏
鬼
仙
也
｡
所
圭
芙
蓉
城
'

欲
呼
故
人
往
遊
'
不
得
'
忽
然
騎
一
素
牒
去
如
飛
｡
其
後
又
云
'
降
於

牽
州
一
撃
子
家
､
又
呼
拳
子
去
'
不
得
､
因
留
詩
一
篇
輿
之
｡
余
亦
略

記
英
一
聯
云
'
｢鴬
聾
不
逐
春
光
老
'
花
影
長
随
日
脚
流
｡｣
神
仙
事
怪

不
可
知
'
其
詩
頗
類
皇
卿
平
生
'
畢
子
不
能
道
也
｡｣
と
あ
る
｡

65

有
恰
月
夜
看
海
潮
'
得
句
云

｢沙
連
月
趣
潮
回
｣
'
而
無
封
｡

因
看
風
貌
木
葉
'
乃
云
'
｢木
末
風
随
菓
下
｣
'
難
封
不
遇
'
亦
且
如

此
｡あ

る
借
が
月
夜
に
潮
の
満
ち
る
の
を
見
て
､
｢沙
連
の
月

潮
を

も
赴

い
て
回
る
｣
と
い
う
句
を
得
た
が
'
野
に
な
る
句
が
で
き
な
か
っ

た
｡
そ
こ
へ
風
が
木
の
葉
を
ひ
る
が
え
す
の
が
見
え
て
､
｢木
末
の

風

葉
に
随
い
て
下
る
｣
と
付
け
た
O
封
句
と
し
て
は
い
ま

1
つ
だ

JOJ
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が
'
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ
う
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
菊
本

記
録
者
名
鉄
1
庚

(注
)

｢封
不
遇
｣
は
'
封
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
､
と
い
う
こ
と
｡

66

間
曾
随
所
編
百
家
詩
｡
日
'
｢只
是
他
所
見
如
此
｡
他
要
無
不

曾
'
詩
詞
文
章
字
室
外
'
更
編
遺
書
八
十
巻
｡
又
別
有

一
書
甚
少
'

名
人
段
錦
､
看
了
便
寅
以
馬
是
神
仙
不
死
底
人
｡
｣

曾
憶
の
編
ん
だ

『百
家
詩
』
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
､
い
わ
れ
る
に

は
'
｢彼
の
考
え
が
こ
う
だ

っ
た
と
い
う
ま
で
さ
｡
彼
は
何
で
も
や

ろ
う
と
し
て
'
詩
詞

･
文
章

･
害
毒
の
他
に
'
さ
ら
に

『遺
書
』
八

十
巻
を
編
ん
だ
｡
ま
た
別
に
少
部
数
の
書
物
を
出
し
て
い
て
'
『八

段
錦
』
と
い
う
が
'
謹
む
と
ま

っ
た
-
不
死
の
神
仙
の
よ
う
な
人
に

思
え
て
-
る
｡｣

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢曾
憶
｣
は
､
字
は
端
伯
､
晋
江
の
人
'
至
荘
子
と
渡
す
｡
?

-
1
1
五
五
｡

｢百
家
詩
｣
は
､
『本
朝
百
家
詩
選
』

一
百
巻
｡
『直
蘭
書
録
解
題
』

巻
一
五
は
､
｢編
此
所
以
湧
別
公
之
詩
選
'
而
識
鑑
不
高
'
去
取
無
法
､

烏
小
樽
略
無
義
類
'
議
論
亦
凡
郡
.｣
と
い
う
.

｢遺
書
八
十
巻
｣
は
､
未
詳
｡
『直
密
書
錬
解
題
』
巻

一
二
に
'
｢道

梶
二
十
巻
'
曾
憶
端
伯
撰
｡
憧
自
壊
至
荘
子
'
宋
諸
家
金
丹
･
大
薬

･

修
練
･
般
連
之
術
､
馬
百
二
十
二
篇
｣
と
記
す
も
の
と
同
様
の
書
か
｡

｢八
段
錦
｣
は
'
『郡
斎
謹
書
志
』
巻

一
六
に

｢八
段
錦

一
巻

右

不
遇
撰
人
｡
吐
政
柄
新
之
訣
也
｡｣
と
あ
る
も
の
か
｡

67

古
楽
府
只
是
詩
､
中
間
却
添
許
多
迂
聾
｡
後
衆
人
伯
失
了
邪
法

聾
'
逐

一
聾
添
箇
音
字
'
逐
成
長
短
句
､
今
曲
子
便
是
｡
胡
泳
｡

古
楽
府
は
詩
に
他
な
ら
な
い
が
､
そ
の
中
に
は
合
い
の
手
の
音
響

が
た
-
さ
ん
加
え
ら
れ
て
い
る
｡
後
の
人
は
そ
の
合
い
の
手
の
音
聾

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
て
'

一
つ
の
音
響
ご
と
に

一
つ
の
音

字
を
首
て
て
い
き
'
そ
れ
が
長
短
句
と
な
っ
た
が
､
今
の
曲
子
詞
が

つ
ま
り
こ
れ
だ
｡
胡
泳
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢迂
聾
｣
は
'
合
い
の
手
の
よ
う
に
､
メ
ロ
デ
ィ
を
繋
い
で
リ

ズ
ム
を
と
る
た
め
の
音
聾
｡

｢賓
字
｣
は
'
音
響
の
み
の

｢迂
聾
｣
に
野
し
て
､
固
定
し
た
文
字

を
あ
て
は
め
る
こ
と
か
ら

｢賓
字
｣
と
稀
し
た
も
の
｡
虚
聾
の
封
｡

｢胡
泳
｣
は
'
字
は
伯
量
､
建
昌
の
人
｡
泳
の
名
を
持
つ
弟
子
に
は

他
に
湯
泳
が
い
る
た
め
'
例
外
的
に
姓
も
記
し
て
い
る
｡
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68

作
詩
間
以
敷
句
適
懐
亦
不
坊
｡
但
不
用
多
作
'
蓋
便
是
陥
溺
爾
｡

首
其
不
磨
事
時
'
平
淡
自
掻
'
豊
不
勝
如
思
量
詩
句
｡
至
如
異
味
蓉

溢
'
又
却
輿
尋
常
好
吟
者
不
同
｡

詩
を
作
る
時
に
は
敷
句
が
心
に
適
え
ば
そ
れ
で
よ
い
｡
多
く
作
る

必
要
は
な
い
｡
多
-
作
る
と
溺
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
｡
こ
と
が
ら
に

ぴ
っ
た
り
く
る
句
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
ら
'
あ
っ
さ
-
と
控
え
め
に

し
て
お
-
ほ
う
が
'
詩
句
を
あ
れ
こ
れ
ひ
ね
-
る
よ
り
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
｡
ほ
ん
と
う
の
味
わ
い
が
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
み
な
ぎ
れ
ば
'

そ
こ
ら
の
月
並
詩
人
と
は
違
っ
て
-
る
も
の
だ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
希
本

本
候
を
紋
-

(注
)

｢自
播
｣
は
'
自
制
す
る
こ
と
｡

｢不
勝
如
｣
の

｢如
｣
は
'
｢於
｣
に
同
じ
-
'
-
よ
-
も
､
と
い

､つ
こ
と
｡

69

近
世
諸
公
作
詩
費
工
夫
､
要
何
用
｡
元
砿
時
有
無
限
事
合
理
曾
'

諸
公
却
蓋
日
唱
和
而
巳
｡
今
言
詩
不
必
作
'
且
道
恐
分
了
禿
筆
工
夫
.

然
到
極
虞
'
昔
日
知
作
詩
果
無
釜
｡
必
大
｡

北
宋
の
諸
公
が
詩
を
作
る
の
に
力
を
費
や
し
た
の
は
､
い
っ
た
い

何
の
た
め
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
｡
元
砿
年
間
に
は
虞
理
す
べ
き

こ
と

が

末
子
語
類
論
文
篇
諸
法

肘

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

山
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
'
諸
公
は

1
日
中
詩
の
唱
和
で
過
ご
し
た
｡
い

ま
詩
は
作
ら
ず
と
も
よ
い
と
い
う
の
は
'
勉
強
の
精
力
が
削
が
れ
る

の
を
慮

っ
て
と
い
う
こ
と
か
ね
｡
け
れ
ど
も
行
き
着
-
と
こ
ろ
ま
で

行
け
ば
'
詩
を
作

っ
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
が
分
か
る
は
ず
だ
｡

呉
必
大
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

且
道
恐
分
了
1
且
道
恐
分
頭

自
知
作
1
作

庭
知

必
大

(記
録
著
名
)
1
伯
豊

(荏
)

｢元
南
｣
は
北
宋
哲
宗
期
の
年
競
｡
一
〇
八
六
年
か
ら
一
〇
九

四
年
ま
で
｡

｢且
道
｣
は
'
そ
れ
な
ら
訊
い
て
み
る
が
'
試
し
に
訊
-
が
､
と
い

う
意
｡

70

今
人
所
以
事
事
倣
得
不
好
者
､
緑
不
識
之
故
｡
只
如
箇
詩
'
挙

世
之
入
墨
命
去
奔
去
鷲

倣
う
只
是
無

一
箇
人
倣
得
成
詩
｡
他
是
不

識
'
好
底
鼎
倣
不
好
底
､
不
好
底
賂
倣
好
底
.
這
箇
只
是
心
裏
聞
､

不
慮
静
之
故
｡
不
虚
不
静
故
不
明
'
不
明
故
不
識
｡
若
虚
静
而
明
'

便
識
好
物
事
｡
錐
百
工
技
垂
倣
得
精
者
'
也
是
他
心
虚
理
明
'
所
以

倣
得
来
精
｡
心
裏
蘭
'
如
何
見
得
｡
偶
｡

今
の
人
が
何
を
し
て
も
う
ま
-
で
き
な
い
の
は
'
見
識
が
な
い
か
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ら
だ
｡
例
え
ば
詩
に
し
て
も
､

世
の
人
は
み
な
や
っ
き
に
な
っ
て
作

っ
て
い
る
が
'
だ
れ
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
詩
に
は
な

っ
て
い
な
い
｡
見

識
が
な
い
か
ら
'
い
い
も
の
を
よ
-
な
い
も
の
に
'
よ
-
な
い
も
の

を
い
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
｡
こ
れ
は
と
に
か
く
心
が
ざ
わ
つ
い
て
'

落
ち
着
い
て
い
な
い
せ
い
だ
｡
落
ち
着
い
て
い
な
い
か
ら
す
じ
み
ち

が
は
っ
き
-
せ
ず
､
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
､
見
識
が
な
い
｡
も
し

心
が
落
ち
着
い
て
す
じ
み
ち
が
は
っ
き
-
す
れ
ば
'
も
の
ご
と
に
封

し
て
見
識
が
で
き
る
｡
さ
ま
ざ
ま
な
技
蜜
の
精
妙
に
で
き
る
者
で
も
､

や
は
-
心
が
落
ち
着
き
す
じ
み
ち
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
'
精

妙
に
で
き
る
の
だ
｡
こ
こ
ろ
が
ざ
わ
つ
い
て
い
れ
ば
'
す
じ
み
ち
な

ど
見
え
や
し
な
い
｡
沈
偶
記
す
｡

(注
)

｢虚
静
｣
は
､
心
を
静
か
に
落
ち
着
け
る
こ
と
｡
｢明
底
人
便

明
了
｡
其
他
須
是
養
｡
養
'
非
是
如
何
椎
整
用
工
'
只
是
心
虚
静
､
久

別
自
明
｡｣
(｢学
六

持
守
｣
十
二
･
204)0

｢格
倣
｣
は
､
｢把
倣
｣
｢以
倣
｣

な
ど
と同
義
｡

71

詩
社
中
人
言
'
詩
骨
原
於
廉
歌
｡
今
観
其
詩
'
如
何
有
此
意
｡

〔
江
西
〕
詩
敵
の
人
の
言
で
は
'
詩
は
す
べ
て
廉
歌
に
も
と
づ
く

と
い
う
｡
い
ま
彼
ら
の
詩
を
見
る
と
'
ど
こ
が
廉
歌
な
も
の
か
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢詩
杜
｣
は
'
江
西
詩
社
｡

｢廉
歌
｣
は
､
人
に
唱
和
し
て
う
た
う
こ
と
｡
『書
』
益
稜
謀
に
'

｢帝
庸
作
歌
日
'
勅
天
之
命
､
惟
時
惟
幾
｡
乃
歌
日
､
股
肱
喜
哉
､
元

首
起
哉
'
百
工
配
州哉
｡
皐
陶
拝
手
稽
首
魔
言
日
'
念
哉
'
率
作
興
事
'

慣
乃
憲
'
欽
哉
､
屡
省
乃
成
'
欽
哉
｡
乃
廉
載
歌
日
'
元
首
明
哉
'
股

肱
良
哉
'
庶
事
康
哉
｡
又
歌
日
'
元
首
叢
腔
哉
'
股
肱
惰
哉
､
高
専
堕

哉
｡
帝
秤
目
､
愈
往
､
欽
哉
｡｣
と
あ
り
'
ま
た
'
『書
集
俸
』
に
林
之

奇
の
説
と
し
て

｢舜
輿
皐
陶
之
廉
歌
'
三
百
篇
之
権
輿
也
'
撃
詩
者
昔

日
此
始
｡｣
と
い
う
｡
林
之
奇
は
呂
本
中
に
師
事
し
､
や
は
-
江
西
派

の
流
れ
を
汲
む
｡
さ
ら
に
'
陸
九
淵
の

｢輿
程
師
書
｣
(『象
山
全
集
』

巻
七
)
に
は

｢伏
蒙
寵
規
江
西
詩
液
一
部
二
十
家
､
･･-
･詩
亦
衛
兵
｡

ヽ
ヽ

原
於
廉
歌
､
委
於
風
雅
､
風
雅
之
撃
'
垂
而
溢
蔦
者
也
｡
-
･･･由
是
江

西
逐
以
詩
社
名
天
下
｡｣
と
記
す
｡

72

作
詩
先
用
看
李
杜
'
如
士
人
治
本
経
｡
本
臨
立
'
次
第
方
可
看

蘇
黄
以
次
諸
家
詩
｡
廉
｡
敬
仲
同
｡

詩
を
作
る
に
は
ま
ず
李

･
杜
を
謹
む
と
い
う
の
は
'
士
人
が
経
書

を
学
ぶ
の
と
同
じ
だ
｡
基
本
が
で
き
て
か
ら
､
だ
ん
だ
ん
に
蘇

･
黄
'

つ
い
で
諸
家
の
詩

へ
と
進
む
が
よ
い
｡
輔
席
記
す
｡
港
敬
仲
も
同
じ
.
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(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

廉

(記
録
著
名
)
1
源

敬
仲
同
1
故

73

困
林
揮
之
論
趨
昌
父
詩
'
日
'
｢今
人
不
去
講
義
理
､
只
去
学

詩
文
'
巳
落
第
二
義
｡
況
又
不
去
撃
好
底
'
却
只
撃
去
倣
那
不
好
底
｡

作
詩
不
撃
六
朝
'
又
不
学
李
杜
'
只
学
那
暁
崎
底
｡
今
便
撃
得
十
分

好
後
､
把
作
甚
磨
用
｡
莫
道
更
不
好
｡
如
近
時
人
草
山
谷
詩
､
然
又

不
撃
山
谷
好
底
､
只
学
得
那
山
谷
不
好
虞
｡｣
揮
之
云
､
｢後
山
詩
任

地
探
､
他
資
質
僅
高
'
不
知
如
何
肯
去
撃
山
谷
｡｣
日
､
｢後
山
雅
健

強
似
山
谷
'
然
気
力
不
似
山
谷
較
大
'
但
却
無
山
谷
許
多
軽
浮
底
意

思
｡
然
若
論
叙
事
'
又
却
不
及
山
谷
｡
山
谷
善
叙
事
情
'
赦
得
蓋
'

後
山
款
待
較
有
疏
庭
.
若
散
文
'
則
山
谷
大
不
及
後
山
｡
淳
録
lLI'

｢後
山
詩
雅
健
勝
山
谷
'
無
山
谷
清
酒
軽
揚
之
態
｡
然
山
谷
気
力
又
較
大
'

叙
事
詠
物
'
頗
壷
事
情
｡
其
散
文
又
不
及
後
山
｡｣
揮
之
云
'
｢欧
公
好
梅

聖
愈
詩
'
然
聖
愈
詩
也
多
有
末
成
就
庭
｡｣
日
､
｢聖
愈
詩
不
好
底
多
｡

如
河
豚
詩
'
昔
時
諸
公
説
道
任
地
好
'
接
某
看
来
'
只
似
箇
上
門
罵

人
底
詩
｡
只
似
脱
了
衣
裳
､
上
人
門
罵
人
父

一
般
'
初
無
深
遠
底
意

思
｡
後
山
山
谷
好
説
文
章
'
臨
作
文
時
'
又
気
笛
了
｡
老
蘇
不
曾
説
'

到
下
筆
時
倣
得
却
雄
健
｡｣
義
剛
｡
淳
略
｡

末
子
語
類
論
文
篇
諾
注

肘

(輿
騰

･
木
津

･
斎
藤
)

林
揮
之
が
趨
昌
父
の
詩
を
論
じ
た
お
-
に
'
い
わ
れ
る
に
は
'

｢今
の
人
は
義
理
を
さ
し
お
い
て
'
た
だ
詩
文
を
学
ぼ
う
と
す
る
が
､

そ
れ
で
も
う
第
二
義
に
堕
し
て
い
る
｡
ま
し
て
い
い
も
の
を
学
ば
ず

に
､
よ
-
な
い
も
の
の
真
似
を
す
る
を
や
だ
｡
詩
を
作
る
の
に
六
朝

を
学
ば
ず
'
李

･
杜
も
学
ば
ず
､
も
っ
ぱ
ら
あ
ん
な
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
も
の
を
学
ん
で
い
る
｡
も
し
よ
-
学
び
得
た
と
こ
ろ
で
'
そ
れ

で
何
に
な
ろ
う
｡
さ
ら
に
悪
-
な
る
の
が
お
ち
と
い
う
も
の
だ
｡
最

近
の
人
が
山
谷
の
詩
を
撃
ん
で
も
'
山
谷
の
よ
い
も
の
は
学
ば
ず
に
'

あ
あ
し
た
山
谷
の
悪
い
と
こ
ろ
を
学
ん
で
い
る
の
は
そ
れ
だ
｡｣
揮

之
が

｢後
山
の
詩
は
あ
ん
な
に
深
-
'
彼
の
資
質
は
と
て
も
高
い
の

に
'
ど
う
し
て
山
谷
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
｣
と
い
う
と
'

い
わ
れ
る
に
は
'
｢後
山
は
力
強
い
と
こ
ろ
は
山
谷
に
ま
き
っ
て
い

る
が
､
気
力
が
山
谷
ほ
ど
大
き
-
な
い
｡
だ
が
山
谷
の
よ
う
な
や
た

ら
浮
わ
つ
い
た
趣
き
は
な
い
｡
け
れ
ど
も
叙
述
力
と
な
る
と
'
や

は

-
山
谷
に
及
ば
な
い
｡
山
谷
は
こ
と
が
ら
を
述
べ
る
の
が
う
ま
-
'

充
分
に
述
べ
蓋
-
す
の
だ
が
､
後
山
の
叙
述
に
は
大
雑
把
な
と
こ
ろ

が
あ
る
｡
散
文
と
な
る
と
'
山
谷
は
後
山
に
遠
-
及
ば
な
い
｡
洋
銀

に
は
'
｢後
山
の
詩
は
力
強
さ
で
は
山
谷
に
ま
き
っ
て
お
り
'
山
谷
の
よ
う
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な
清
酒
で
浮
薄
な
と
こ
ろ
が
な
い
｡
け
れ
ど
も
山
谷
は
気
力
が
な
か
な
か
大

き
く
'
叙
事
詠
物
は
､
こ
と
が
ら
を
述
べ
壷
-
し
て
い
る
｡
彼
の
散
文
は
後

山
に
及
ば
な
い
｡｣

と
い
う
｡
揮
之
が
'
｢欧
公
は
梅
聖
命

の
詩
を
好
み

ま
し
た
が
'
聖
食

の
詩
も
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
-
あ
-
ま
す
｣
と

い
う
と
､

い
わ
れ
る
に
は
'
｢聖
愈

の
詩
に
は
よ
-
な
い
も
の
が
多

い
｡
河
豚
の
詩
な
ど
は
'
昔
時
の
諸
公
は
と
て
も
よ
い
と
い
っ
た
が
'

私
か
ら
見
れ
ば
'
人
の
家
に
行

っ
て
人
を
罵
る
よ
う
な
も
の
だ
｡
ち

ょ
う
ど
'
服
を
脱
い
で
'
人
の
家
に
行

っ
て
そ
の
父
親
を
罵
る
の
と

一
緒
で
'
深
遠
な
意
味
な
ど
何
も
な
い
｡
後
山
と
山
谷
は
よ
-
文
章

を
論
じ
た
が
'
い
ざ
文
章
を
作
る
と
な
る
と
'
腰
砕
け
に
な

っ
て
し

ま
う
｡
老
蘇
は

(文
を
)
論
じ
た
-
し
な
か

っ
た
が
'
い
ざ
書
-
と

な
る
と
力
強
い
｡
｣
責
義
剛
記
す
｡
陳
淳
は
節
略
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

不
去
撃
好
底
1
不
知
撃
好
底

更
不
1
細
字

讐
行

目
後
山
雅
健
強
1
先
生
日
後
山
雅
健
強

疏
虞
1
錬
庭

山
谷

大
不
及
後
山
1
山
谷
人
不
及
後
山

淳
録
云
1
陳
淳
錬
略

｢昔
時

一
時

所
聞
'
今
附
子
下
云
'
今
人
不
去
講
義
理
､
只
去
撃
詩
文
､
己
落
第
二

等
'
況
又
不
孝
李
杜
只
李
不
好
底
詩
､
不
知
李
詩
'
李
得
十
分
好
便
要

作
何
用
'
近
世
多
季
山
谷
詩
'
然
又
不
孝
山
谷
好
虞
只
李
山
谷
不
好

庭
｣

無
山
谷
瀞
酒
1
尖
酒

頗
蓋
事
情
1
煩
蓋
事
情

｢淳
錦

(陳

淳
録
略
の
形
)
-
不
及
後
山
｣
(細
字
部
分
)
1
文
末
へ
｡
日
1
先
生

日

擦
某
看
来
1
摸
某
説

只
似
箇
上
門
馬
人
底
詩
1
只
似
十
上
人

門
馬
人
底
詩

上
人
門
罵
人
父
1
上
人
門
罵
入
組

淳
略
1
映

朝
鮮
古
活
字
本

浦
1
尖

上
人
門
罵
人
父
1
上
人
門
罵
入
組
罵
人

父(荏
)

｢林
揮
之
｣
は
'
林
用
中
'
字
は
揮
之
｡
福
川
古
田
の
人
｡
林

光
朝
に
学
び
'
の
ち
宋
賓
に
従
撃
す
る
｡
朱
書
に

｢林
用
中
字
序
｣

(
『文
集
』
巻
七
五
)
が
あ
る
｡
｢宋
元
草
案
補
遺
』
巻
六
九
｡

｢趨
昌
父
｣
は
'
遭
者
｡

｢第
二
義
｣
は
'
本
筋
で
な
い
こ
と
｡
｢読
書
法
篇
上
｣
3
候
を
参

照

｡

一

｢暁
崎
｣
は
'
ね
じ
ま
が
っ
て
い
る
こ
と
｡
｢讃
書
法
篇
下
｣
88
備

州

を
参
照
｡

一

｢強
似
｣
は
'
ま
さ
る
｡
｢強
如
｣
に
同
じ
｡

｢河
豚
詩
｣
は
'
｢苑
隣
州
坐
中
客
語
食
河
豚
魚
｣
詩

(
『宛
陵
先
生

集
｣
巻
五
)0

編
者
後
記

本
稿
作
成
に
あ
た
り
'
鐘
鴎

･
氏
同
異
士

･
湯
浅
陽
子

･
森
賀

1

恵

･
森
田
浩

一
各
氏
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
考
に
し
た
｡
謝
意
を
表
す
る
｡


